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放射能ごみの「ばらまき」が 
始まっている 
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2019年2月2日
東京新聞 



環境省が各地で進める除染土の「再利用」 

 常磐道拡幅工事（南相馬市小高区）で除染土を盛土に利用
計画。 

 中間貯蔵施設では除染土再利用のための分級処理実証試
験を開始。 

 福島県南相馬市で実証試験。飯館村長泥地区では、他地域
から除染土を持ち込み覆土して花などの試験栽培。二本松
市では住民の反対で実証実験計画撤回。 

 福島県外でも茨城県東海村と栃木県那須町で実証試験開
始。 
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中韓貯蔵施設内での除染土処理（福島民報） 



「中間貯蔵施設」という名の除染土再処理工場 
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中間貯蔵工事情報センターＨＰより 



中間貯蔵施設 1兆6千億円（試算）補助金3010億円 

巨大国営リサイクル工場 

双葉町 大熊町 

除染土および  

10万㏃/kg超の焼却灰のリサイクル 

世界初のナショナルプロジェクト 
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始まった除染土の大移動計画 

除染土運搬トラックの線量基準 
・側面1mで100μSv/h 
・端面1mでは20μSv/h 
・200mSv/年以下の場所の除染で生じ
た土壌の運搬では測定不要。 

1年間そばに居続けると公衆の被ばく
限度の900倍。10時間そばに居続ける
だけで被ばく限度に達する。高放射線
を発するダンプトラックが1日2000台
も街中を走行している！ 

除染土運搬トラック.mp4


燃やしてよいのか 
放射能ごみ 
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「放射能濃度がどんなに高くても全て燃やす」：環境省方針 

警戒区域・計画的避
難区域内の廃棄物 

東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質による環境汚染の対処において必要な中間貯蔵施設等の基本的考え方について 
平成２３年１０月２９日環境省  

焼却すれば放射能を含
む微粒子が大気中に拡

散する 

放射能は時間がたてばやがて
地下水に流れ込む等、環境中

に漏れだす 
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産廃業者、バイオマス発電業者は
処理灰の濃度をまともに測ってい
ない。8000Bq/kg以下は建築資材
などに再利用が始まっている。 



東京電力の旗振りで放射能ごみ処理が新たなビジネスに 
「除染・廃棄物技術協議会」 
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木質バイオマス発電も「放射能ごみ処理」の柱に 

ゴミ焼却炉・セメント工場
バイオマス発電所は放射能
ごみ「再利用」=ばらまき施
設に位置づけられている。 
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福島県田村市都路にて（2018.5.22) 

放射能汚染した木材はチップ化されて燃やされる 
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